
志津川中央と西公営住宅入居者が「交流会」 

 志津川中央復興公営住宅の集会所で 11 月 28

日、同住宅の入居者と西公営住宅入居者らの交流

会が開かれました。中央公営の笑福会（阿部とき

子会長）が西公営のほっこり倶楽部（佐藤さえ子

会長）のメンバーらを招いたもので、男女 36 人

が参加。阿部会長が「昔の顔見知りに会えてうれ

しい。ゆっくり楽しんでいってください」と挨拶。

南方仮設当時の支援員の阿部ふじ子さんのコカ

リナ演奏や、参加者による踊りや民話の語りを楽

しんだほか、会食をして和やかに過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（阿部ふじ子さんの郷愁を誘うコカリナの演奏）

に上棟式終了後のお祝いの餅まきの様子） 

 東北圏地域づくりコンソーシアム（仙台市）主

催の「現地視察会～丸森町筆甫地区の取り組みに

ついて知る～」が 12 月 17 日、筆甫まちづくりセ

ンターで開催されました。県内の復興支援員やＮ

ＰＯ団体、自治体や県庁の職員など 13人が参加。

筆甫地区振興連絡協議会の吉澤武志事務局長から

「筆甫地区の地域持続のための取り組み」につい

ての講話を聴いたほか、同協議会が運営する地域

唯一の店舗「ふでいち」（＝写真）を見学しました。 
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復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 
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（日用品や食品、酒・タバコ、産直野菜の販売をする店） 

 高台移転みねはた団地でクリスマス会＆忘年会 

 歌津地区の防災集団移転「みねはた団地」の集会所

で 12 月 9 日、自治会主催の「クリスマス会＆忘年会」

が開かれ、クリスマス会には 22 人、忘年会には 21 人

が参加しました。ツリーなどの飾り付けや会場準備は

自治会役員らが担当。住民同士が調理に当たりました。

参加者はテーブルに並べられたケーキやオードブルな

どを食べたり、カラオケなどを楽しんだりして、交流

を深めました。この催しには、県の地域コミュニティ

再生支援事業補助金が活用されました。 
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当会は今年度、宮城県「みやぎ地域復興支援助成金」、南三陸町「おらほのまちづくり支援事業補助金」、東日本大震災現地

NPO応援基金［特定助成］「東日本大震災復興支援 JTNPO応援プロジェクト助成金」、三菱重工「みやぎ・ふくしまミ

ニファンド」の支援をいただき活動しています。 

震災復興支援 JTNPO応援プロジェクト 

 

〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 

  

志津川中央復興公営住宅で新年交流会 

 志津川中央復興公営住宅（入居 147 世帯）の集会所

で 1月 7日、カリタス南三陸ベースが主催する「新年

会」が開かれ、同住宅や隣接する中央団地から住民約

20 人が参加しました。震災後に南三陸町でボランティ

ア活動を継続している仙台市の白百合学園高等学校

の 1・2 年生 5 人と一緒に、たこ焼きづくりやゲーム

などに挑戦。新春宮城弁カルタ大会では、「おっぴさ

ん 手縫いのどんぶく あったけぇ」などの札が読み

上げられ、床に並べられた絵札を取り合いました。 

「歌津地区復興支援の会一燈」がネットワーク会議 

 歌津地区で活動を行っている「復興支援の会一燈」

（小野寺寛会長、会員約 50 人）が 12 月 19 日、第 3

回ネットワーク会議を開催しました。歌津復興交流セ

ンター（旧伊里前保育所）で行われた会議には、歌津

総合支所長、行政区長、契約会長、自治会長、小学校

長など 27 人が出席。地区の仮設住宅の入居状況（5 世

帯 13 人）や各団体からの情報を共有したほか、町社会

福祉協議会の職員が、志津川地区に整備された「結の

里」の活動などについて説明を行いました。（＝写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 ハマーレ歌津の「あわび祭り」に長蛇の列！ 

 南三陸町の商店街「ハマーレ歌津」で 12 月 23 日、

「あわび祭り」が開かれました。県内有数の産地・歌

津の活アワビを求めて、県内外から大勢の買い物客が

列をつくりました。県漁協歌津支所が新鮮なアワビ約

360 ㎏を用意。１箱 900ｇを市場価格の 3 割安という

1 万円で販売し、400 箱が完売しました。この祭りは、

天皇皇后両陛下が震災の被災地として歌津地区を初

めて訪れたことを記念し始まり、今年で 6 回目です。 
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